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習履歴が収集・分析・活用できること、クラウドサー

ビスを利用して子どもたちが多様なコンテンツにふ

れ、それを媒介にして学び合えるという状況が、この

構想の主柱の一つとなっているのです。

　令和 2年度から令和 3年度にかけて、小学校では、

GIGAスクール構想の環境面での整備が急速に進展

しました。新型コロナウィルスの感染拡大が深刻な状

況になり、ソーシャルディスタンスの確保等の見地か

ら、子どもたちが学校でも、家庭でも、端末とネット

ワークを介して学びを進めることを余儀なくされたか

らです。

　こうした状況下で、学校、教師には、どのような取

り組みが求められるでしょうか。それは、令和 3年 1

月に中央教育審議会が示した答申『「令和の日本型学

校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性

を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現

～』の叙述に確認できます。

　この文書では、新しい時代における、ICT 活用の

可能性やあり方が何度も説かれています。例えば、「学

校教育の質の向上に向けた ICTの活用」というパー

トが設けられています。そこでは、ICT 活用が「新

学習指導要領の着実な実施」に資するものであり、こ

れを「カリキュラム・マネジメントを充実させつつ、

各教科等において育成を目指す資質・能力等を把握し

た上で、特に『主体的・対話的で深い学び』の実現に

向けた授業改善に生かしていくこと」が望まれると述

べられています。本パンフレットでは、次頁から、そ

のためのアイディアや参考となる好事例を紹介しま

す。� （木原俊行）

　令和元年度補正予算案において、いわゆるGIGA

スクール構想に係る予算が盛り込まれましたが、こ

こ数年間に、本格的にその実践化が進められまし

た。これは、文部科学省が作成したリーフレットに

よると、次の内容の構想となります（『GIGAスクー

ル構想の実現に向けて』https://www.mext.go.jp/

content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.

pdf）。

・ 一人一台端末と、高速大容量の通信ネットワー
クを一体的に整備することで、特別な支援を必
要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人
取り残すことなく、公正に個別最適化され、資
質・能力が一層確実に育成できる教育 ICT 環境
を実現する

・ これまでの我が国の教育実践と最先端の ICT の
ベストミックスを図ることにより、教師・児童
生徒の力を最大限に引き出す

　この表記に明らかですが、GIGAスクール構想は、

これまで我が国の教師たちが伝承してきた教育実践

の良い点を強化するために、また発展させるために、

ICT 環境を整え、利活用することを促すものです。

つまり、この構想は、環境整備そのものが目的では

なく、それを通じた学びの充実、それに基づく資質・

能力の高まりをすべての子どもに保障しようとする、

トータルな枠組みなのです。

　なお、上記の環境整備には明記されていませんが、

端末とネットワーク回線だけでなく、「クラウド」活

用が構想に含まれていることに留意すべきです。すな

わち、様々なアプリケーションや教育データがクラウ

ド上に置かれ、それによって、子ども一人ひとりの学
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　公立小中学校で１人１台の情報端末が整備され、授

業での活用が本格的に始まりました。今まさに、１人

１台の情報端末を積極的に活用して、個別最適な学び

と協働的な学びの一体的な充実が求められています。

その学びは、授業にとどまらず、家庭での学習にもつ

ながることが期待されています。

　そして、１人１台の情報端末環境だけでなく、クラ

ウド環境も有効に活用することで、紙のノートでは実

現しにくい新たな学びとして、データを共有して学び

合うなど、協働的な学び等の学習形態が大きく変わっ

てくることが期待されます。

　１人１台の情報端末活用では、複数で１台の情報端

末を共用して使っていた頃と比べ、その活用の在り方

が大きく変化します。子どもたちが情報端末を使いた

い、または教師が使わせたいと感じた時に、遠慮なく

すぐに活用できるという点です。いつでも使える情報

端末は、これからの社会を生き抜く子どもたちにとっ

て、従来の鉛筆やノートと並ぶ「必須の文房具（アイ

テム）」となります。当然、従来のノートや手書きも

大切です。しかし、将来新たなテクノロジーに積極的

に対応していくことが求められることからも、これか

ら先は情報端末が児童・生徒たちの必須アイテムとな

ります。

　１人１台の情報端末環境では、全員が情報端末の活

用を一斉に行うことができます。子どもたち全員に同

じ経験をさせることで、必要な操作スキルを習得させ

ることができ、その後の学習の基盤となるスキルを確

実に定着させることにつながります。

　各教科等の必要な場面で情報端末を積極的に活用す

るには、例えば机の引き出し等に情報端末を入れてお

くなどして、子どもたちがいつでもすぐに使えるよう

にしておくことが必要です。その一方で、情報端末を

活用しない授業場面もあります。従来のノート等に手

書きする場面も当然出てきます。必須アイテムをうま

く使い分けて、児童・生徒自らが必要に応じて、必須

アイテムを主体的に選択できるようにすることが求め

られます。

　１人１台の情報端末を活用した学習活動は、学校や

学年の全体で進んでいくと、一つの教科でのみ進むの

ではなく、教科等横断的に活用が進んでいくことが考

えられます。そして、子どもたちが身につけた活用ス

キルは、教科等の間で転移しながら、さらに高まって

いくことが期待されます。

　例えば、体育授業での技の撮影・記録は、社会科で

の見学時に撮影・記録する際にも活かされます。また、

算数や数学で学習した表やグラフの作成は、社会科の

データを整理する際に用いることも考えられます。ま

た、子どもたちから他の教科でもやってみたから、こ

の教科でもやってみたいといった主体的な活用も見ら

れるようになるでしょう。子どもたちの主体的な活用

によって、学習の基盤となる活用スキルが活かされる

ようになります。そのためには、教師が子どもたちの

活用をあまり制限せずに、子どもたちの主体的な活用

が出てくるように支援することも大切だと考えられま

す。

　個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実をめ

ざして、情報端末の活用を考えていくことが求められ

ます。そのためには、教師の説明が中心となる一斉授

業から、児童・生徒の対話を中心にした協働的な学び

への転換が必要です。情報共有や双方向性といった
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ICT 活用の特性を踏まえて、協働学習の中で情報

端末を有効に活用することが求められます。

　例えば、１人１台の情報端末を用いて自分の考え

を持たせます。その考えや意見を、クラウドサービ

スで学級の仲間と共有するようにします。子どもた

ちは、友だちがどんな考えを持っているか、興味深

く読んでいきます。そして、自分と友だちの考えを

比較しながら、深めていくことができます。

　さらに、友だちと協力しながら、共同編集できる

ことも大きなメリットといえます。クラウドサービ

スを用いてグループで共同編集していきます。例え

ば、夏の自由研究において、４人グループで共同作

業を行いながら、研究を深める実践が見られます。

他にも、グループでの発表場面で、読み原稿を共同

編集する取り組みも見られます。共同編集で役割を

分担して、コミュニケーション力の育成にもつなが

るでしょう。さらには、調査学習において、子ども

たちがクラウドサービスのアンケート機能を用い

て、より多くのデータを集める調査学習を進めて、

探究的な学びを行う事例も見られます。

　１人 1台の情報端末を授業で活用するだけでな

く、情報端末を家庭へ持ち帰り、家庭学習に活かす

ことが今後期待されます。例えば、家庭に１人１台

の情報端末を持ち帰り、個別学習支援システム等を

用いて、個々に応じた宿題や家庭学習を実現するこ

とができます。ドリルシステム等の eラーニング

によって、自分のペースで学習することができます。

　さらに、学習者用デジタル教科書が本格的に導入

されると、家庭学習で利用できるコンテンツも充実

してきます。学習者用デジタル教科書を活用して、

家庭で予習したり、授業の復習をしたりするなど、

授業と家庭学習をつなぐ取り組みに高まっていくこ

とが期待されます。

　個別学習での活用においては、学習履歴を記録す

ることができ、その学習履歴の活用が指導に活かさ

れるようにすることが今後期待されます。

　今後、子どもたちにとって、情報端末は学習の必

須アイテムとなっていきます。子どもたちの ICT

スキルが、教師の ICTスキルを超えることも出て

くるでしょう。教師が十分使えこなせなくても、コー

チングの考え方で、子どもたちの活用を支援してほ

しいと思います。

　まずは、教師が情報端末活用を積極的に取り入れ、

試行錯誤しながら、授業での成功体験を積み上げて

いくことが重要です。情報端末をどの場面でどのよ

うに活用させるか、教師自身が自ら考えて、自分の

学校や学級の実態に合わせた積極的な活用を進めて

いくことが求められています。� （山本朋弘）
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